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1．センター試験　物理Ⅰ

（1）総括

　大問数は4題のままでマーク数は1個減少して

24個になった。組合せ選択の問題が増加したが，

二次試験的な計算問題が減少し，総じて分かりやす

い設定の問題だったので2010年に比して取り組

みやすくなった。大学入試センター発表の平均点は

64.08点で2010年（54.0点）に比べてほぼ10点

増となった。全体としてよく練られた問題であるが，

電気の分野で二次試験的な要素が含まれるため物理

Ⅱを学習した受験生や応用的な問題集をやりこなし

た受験生は高得点であったと思われる。

（2）設問別分析

第1問（小問集合）

　小問でも立式計算は必要！

　問1は固定端反射の作図であるが，丁寧に作図し

ないと思わぬミスをする。固定端および自由端での

波の反射の作図は生徒に習熟させておきたい（啓林

館「物理Ⅰ改訂版」p.198 図14）。

　問2は微妙なグラフが選択肢にあるので，力学的

エネルギー保存則を適用してθ＝90°での速さを

計算する必要がある。問3の正負の静電気の判定実

験は教科書にもある（啓林館「物理Ⅰ改訂版」p.16

実験1）。問4は屈折の法則に基づいて計算すればい

いが，教科書には音速が変化する媒質中における音

波の屈折の様子が図示されている（啓林館「物理Ⅰ

改訂版」p.218 図6，7）。問5の剛体のつり合いは

力のモーメントの計算でsinθとcosθのミスをし

ないこと。

　問6はさまざまな物理量の定義や関係式を正しく

把握しているかが問われている。基本的ではあるが

良問といえる。

第2問（生活と電気）

　電気は計算重視で二次試験レベル , 磁気は電磁誘

導の定性問題！

　問1，問2は教科書では扱わない非線形抵抗を

扱っている。特に，問2は問題集などでグラフの処

理の仕方に慣れておかないと戸惑うであろう。

2

大学入試センター試験　および　国公立大二次・私大　大学入試分析と対策

 物　理 

学校法人 河合塾　物理科講師　寺田　正春

出題例2

出題例1



3

　問3は電磁誘導の類型的問題。また，問4の渦電

流は教科書にある（啓林館「物理Ⅰ改訂版」p.33 

〈やってみよう〉渦電流の効果）。

第3問（波動）

　凹レンズの基本とオーソドックスな音波の干渉！

　問1は凹レンズの一般的な特徴に関する基本問

題。凹レンズの性質を利用した近視眼の矯正に関す

る問2は教科書にも類問がある（啓林館「物理Ⅰ改

訂版」p.249 問6）。 

　問3は圧力変化のグラフから周期を見つけるのが

目新しい。教科書には圧力変化ではなく，密度変化

として説明されている（啓林館「物理Ⅰ改訂版」

p.216〈参考〉）。

　問5は波長がはじめの半分になることが分かれ

ば，後は干渉の基本的問題といえる。

第4問（運動とエネルギー）

　連結ばねとおもり，連結2物体の運動，気体の法

則，どれも洞察力と計算力が必要！

　問1でばねS1は2個のおもりを吊り下げているこ

とが見抜ければ簡単に計算できる。問2の力学的エ

ネルギー保存則は計算ミスに注意。問3は結局は力

のつり合いになる。問4は物体Aが物体Bよりひと

足早く静止することに気づかなくてはいけない。問

5は定圧変化になる。問6は円筒内の空気の圧力が

P0－ ρ �h になることと，力のつり合いで大気圧を

忘れないことに注意。

出題例5

出題例6

出題例3

N
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（3）学習対策

　公式や法則を覚えるだけでなく，教科書を精読し

て公式や法則を説明する現象や事例を見ておくこと

が必要である。教科書に掲載されている「やってみ

よう」「参考」「話題」「発展」なども見ておくよう

に指導したい。また，渦電流に関連した誘導モータ

の原理や本年第3問・問2の凹レンズと水晶体（凸レ

ンズ）のような組み合わせレンズの例として，顕微

鏡や望遠鏡（ガリレイ型，ケプラー型）の原理にも

触れておきたい（啓林館「物理Ⅰ改訂版」p.250

〈参考〉）。できれば探究活動や実験などを実施しても

らいたいが，それらを実施できる時間の余裕がない

場合は，それらの内容や結果・考察などをプリント

配布してそれらの意義を理解させるという手段が考

えられる。いろいろな分野の問題を60分で片付け

るためには，問題の状況に応じて頭の切り替えを迅

速にする必要がある。そのために問題演習の重要性

は言うまでもない。教科書の問，例題，章末問題は

全部解くように指導したい。さらに，昨今の傾向の

二次試験的な問題に対しては，できるだけ最新の実

戦形式の問題集を1冊仕上げておけばよい。また，

解答がほぼ決まっているような類型的な問題に出く

わした場合，覚えている解答をそのまま選んでミス

することがあるので，与図および問題文をよく見読

してから解答するようにも指導したい。一部の物理

Ⅱの内容（放物運動，単振動，非直線抵抗，キルヒ

ホッフの法則，ホイートストーンブリッジ）に関し

ては深入りしない程度に，シンプルな例題や共通一

次からの過去問も含めて紹介しておくのがよいであ

ろう。

　最後に，模擬試験はセンター試験の出題傾向を分

析して，受験生の陥りやすい間違いをあぶりだせる

ように作成されているので，積極的に活用してほし

い。

2．センター試験　理科総合A

（1）総括

　大問数は5題から4題に減少したが，全体のマー

ク数は26個で変化はなかった。理科総合Aは，物

理Ⅰ，Ⅱのように現象を定量化，数量化することが

主眼ではなく，エネルギー保存のような基本的な概

念に基づいて，自然に対する科学的な見方や考え方

を養うのが狙いである。大方の問題はこの趣旨に

沿っているが，物理の性格上どうしても数式は出て

くる。力学的エネルギー保存則，仕事率，熱量計算，

電力などの計算は必出である。物理関係の数式は全

設問数の23％ほど（5～6個）になる。それほど込

み入った計算ではないので，本年の第2問の問1c，

問3，問4，さらに，第4問の問3，問4，問5レベ

ルができる程度の数式運用能力を身につけさせた

い。また，力のつり合い，作用と反作用，力と運動，

自然界におけるエネルギーの変換などは，計算は必

要ないが，物理的な内容を理解しておかないと合格

点に達するにはおぼつかない。生徒には具体的な例

をあげて，丁寧に解説してこれらの内容を周知徹底

させておく必要がある。

（2）学習対策

　身の回りのいろいろな事柄が出題されるので，教

科書を精読し，生活に必要な道具・装置と物理の関

連を理解しておくことが必要である。また，計算問

題は必ず出題されると考えてよい。問題自体は難し

くはないが，公式にあてはめるだけという単純なレ

ベルではなく，与えられたグラフや状況をもとに計

算するように考えられている。具体的な対策として

は，過去問を理解できるまで徹底的にやりこなし，

さらに問題の読解力と計算力を養うためにも教科書

の例題以外に理科総合Aの問題集1冊を仕上げるよ

うに指導したい。

3．一般入試（二次・私大）

（1）全体の分析

　出題分野に関しては，『力学・電磁気（物理Ⅱ）

に加えて熱とエネルギー・波動（物理Ⅰ）』の出題

が大勢を占める。選択分野（物質と原子・原子と原

子核）を出題する大学は，物質と原子（主に熱力学）

の出題が主で，原子と原子核を出題する大学はきわ

めて少数であった。一方，問題の難易に関しては，

おおむね昨年と変化はないように思える。また，神

戸大のように，『文中に与えられた物理量の他に解
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答に必要な物理量があれば，それを表す記号はすべ

て各自で定義し，解答欄に明記しなさい』という記

述・論述形式も定着した感がある。

（2）力学分野の特徴

　2011年は力のモーメントに関してはそれほど

特徴的な問題はなく標準レベルであった。一方，運

動に関しては物理Ⅰの範囲であるが，よく工夫され

た問題 （出題例7） が見られた。また，粗い面上での

ばね振り子という設定が多く見られた （出題例8）。

出題例7

広島大　前期

出題例8

九州大　前期〔1〕



　斜面と物体との斜め衝突，その後は放物運動とい

う複合的な設問も目立った（出題例9）。 

　変わったところでは，演示実験の『すっ飛びボー

ル』が出題された（出題例10）。はね返り係数が1

より大きくなるような，一見常識に反する実験結果

であるが，直感に頼らず物理的に考察すれば理解で

きる例として生徒に紹介したい。

　単振動はばね振り子が主であるが，浮力による単振

動も押さえておきたい。その際に単振動を起こすきっ

かけが衝突というのは定番であろう（出題例11）。
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（途中略）

（以下問略）
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　次に，単振り子に関してであるが，運動方程式に

よる力学的な分析と実験との比較により重力加速度

を求める方法は，物理学の実践的な方法の代表例と

して普段の授業でも実行してほしい（出題例12）

（啓林館「物理Ⅱ改訂版」p.54～55　出題された図

2は p.55の図とほぼ同じである）。また，次元解析

に言及しておくのもよいであろう。

　単振り子と浮力による単振動は生徒が自力で立

式・計算して，単振動の変位や速度が導出できるよ

うに指導したい。また，これも実験でよく扱われる

題材であるが，加速度運動する車内において風船が

受ける力に関する問題が出題された（出題例13）。

アルキメデスの原理を理解する格好の例題と思われ

るので生徒に紹介しておきたい。

出題例12

中央大学



　他に特徴としては，昨年と同様に万有引力がらみ

の問題は少なかった。放物運動，円運動も例年と同

じような状況設定で類型的な問題が多かったように

思える。ただ出題テーマは隔年ごとに増減する傾向

が見られるので，来年もこれらの傾向が続くとは限

らないことに留意したい。

（3）電磁気分野の特徴

　単純な電場・電位のみの問題は少ない。昨年多

かったガウスの法則に関する問題は激減した。一方，

キルヒホッフの法則を適用する直流回路の問題（出

題例14）が増加した。

　一方，単純なコンデンサー回路の問題は減少した。

電気振動は例年どおり出題例は多いが，コンデン

サーが2個含まれるなど難しくなっている（出題例

15）。

　ローレンツ力に関しては，ホール効果の問題は減

少した。検流計の原理やオーロラの発生を想像させ

る問題（出題例16と17）は生徒の興味を引くと思

われるので，生徒に紹介してもらいたい（啓林館「物

理Ⅱ改訂版」p.114 図8，p.129〈参考〉，p.143）。
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　電磁誘導に関しては，レール上をすべる導体棒と

いう教科書的なケースが多い。新課程入試当初

（2008年）に多かった自己インダクタンスの計算

問題はほとんど出題されなくなった。一方，交流回

路の問題は増加した。誘導リアクタンス，容量リア

クタンス， 直列 RLC 回路のインピーダンスの計算

など，交流の数学的な扱いが要求される問題は増加

した（出題例18）。上位レベルの生徒には微積分を

用いる説明（啓林館「物理Ⅱ改訂版」p.172〈発展〉

RLC直列回路）も刺激があっていいであろう。

出題例17

近畿大

出題例16

立命館

出題例18

関西大学〔Ⅱ〕



　シンクロトロンやベータートロンのような加速器

や質量分析器は原子物理の分野といえるが，それら

の原理は電磁気と力学であるから , 電磁気として解

説すればよいであろう。

（4）波動分野の特徴

　教科書では「発展」で扱われている正弦波の式（啓

林館「物理Ⅰ改訂版」p.186参照）を用いる問題が

出題されている（出題例19）。

　正弦波の式は形を覚えるだけでなく，生徒自身が

自力で導出できるよう指導したい。交流回路のリア

クタンスやインピーダンスの計算でも分かるよう

に，この程度の三角関数の計算力は必要である。一

方，正弦波の式を用いないで，合成波，反射波，定

常波を考えさせる問題は相変わらず多い。今日的な

話題としては津波に関する問題もあった。自然を物

理的に理解する現象の一つとして取り上げてもらい

たい（出題例20）。

　弦や気柱共鳴はほぼ例年どおりである。ドップ

ラー効果に関しては，すべての場合（観測者あるい

は反射板が運動する場合，斜めドップラーなど）が

出題されている（啓林館「物理Ⅰ改訂版」p.230

〈話題〉〈発展〉を参照）ので，生徒にはすべての場

合を教えておく必要がある。しかし，ドップラーの

公式の導出・説明を要する問題も出題されているの

で，生徒には公式だけ覚えるのでなく，それらの公

式を自力で導出できるように指導する必要がある。

他に風速を考慮した問題が目新しい（出題例21）。

風速の扱いは一度は触れておいた方がよいであろう。
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　回折格子，光速度の測定，多層媒質間の屈折・全

反射は例年どおりだが，薄膜による干渉（出題例

22）が増加の傾向にある。本年は少なかったが，

来年に備えてニュートンリングも押さえておきた

い。

　光波の反射による位相差は，教科書で「発展」（啓

林館「物理Ⅰ改訂版」p.259）扱いになっているが，

例年出題されているので，生徒には知識として教え

ておくのが無難である。

（5）選択分野の特徴

　熱力学を中心に出題されている。気体の状態変化

はピストンで仕切られた2室の場合が多くなった

（出題例23）。

　分子運動論は増加の傾向にあり，やや難しくなっ

ている（出題例24）。

　さらに，「発展」内容であるポアッソンの公式

『pV γ＝一定，あるいは TV γ－1＝一定』は毎年出題

千葉大　前期

出題例21

筑波大　前期

出題例22

空気

D

C

B

E

A

i

d r

空気

石けん水



されるので教えておいた方がよい（啓林館「物理Ⅱ

改訂版」p.212〈参考〉）。また，ボルツマン定数 k

と気体定数 R，アボガドロ数 NA の関係 R ＝ kNA

も教えておきたい（啓林館「物理Ⅱ改訂版」p.202）。

　医学部では核反応や放射線の問題が出題されるこ

とにも留意したい（出題例25）（啓林館「物理Ⅱ改

訂版」p.266 図1）。
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　この他に，バンド理論による半導体などの物性物

理，素粒子論，宇宙論などが教科書に書かれている

が，ほとんど出題されていない。これらは観測結果

や理論の紹介だけのため，入試問題の題材にはなり

にくいであろう。

（6）学習対策

　必修分野に関しては，二次対策として特別に目新

しいものはなく，従来の標準的な入試問題集を丁寧

に仕上げておけばよい。教科書の「発展」も教えて

おいた方がよい。邪魔になる知識ではないし，知っ

ていれば見通しよく問題が処理できる場合がある。

演習に際して，法則が成立する根拠や適用できる公

式名を簡潔に記述しながら解答を作成するというよ

うな木目の細かさが必要である。自分の理解度を採

点者に分かってもらえるような答案の作成を心がけ

るよう指導すべきである。選択分野は，最大公約数

的な対処の仕方として，やはり熱力学（気体分子運

動論を含む）が中心になるであろう。半導体や素粒

子論，宇宙論などの入試問題になりにくいテーマは

お話程度にして，手早く切り上げるのが現実的な対

処といえるであろう。身の回りの現象に関する物理

的な考察やハイテクに関する解説が掲載されている

教科書の「話題」「参考」からの出題もある。「実験」

「課題探究」「発展」などから出題されることもある

ので，これらはできるだけ生徒に紹介しておくとよ

い。

　また，選択分野に関する入試情報をできるだけ早

く入手して本試験に備えるよう，常にアンテナを

張っておくように生徒に指示しておくことも必要で

ある。後は志望大学の過去問にチャレンジさせると

よい。

　最後に，単科の医科大学では，一部に個性的でや

や難しい問題が出題されることがある。このような

問題に深入りしすぎると時間が足らなくなり，でき

る問題にまで手が回らなくなり，思わぬ失点をする

羽目になる。『手早く切り上げる思い切りも時には

必要だ』ということを受験対策の一つとして生徒に

伝えてよいであろう。

■寺田　正春（てらだ　まさはる）

　授業では高認生，高卒生まで幅広く担当。全統マー

ク模試，京大即応オープン，広大入試オープンを担当。

著書：「らくらくマスター物理Ⅰ・Ⅱ」 （河合出版・共著）

　　　 「物理教室」（河合出版・共著）



1．センター試験　化学Ⅰ

（1）全体の概要

�昨年に続き低い平均点

　2011年度のセンター試験の平均点は56.57で，

昨年は上回ったものの，過去10年では3番目に低い

数値であった。また，物理Ⅰ，生物Ⅰ，地学Ⅰの平

均点はいずれも63点から64点台であり，これと比

較しても，化学は難しかったといえよう。

　表1は，河合塾の追跡調査による大問別得点率（平

均点 /配点×100）およびその高卒生と高3生の差

（高卒生－高3生）をまとめたものである。

（注：追跡調査での平均点は約62点であった。した

がって，実際の得点率は表の数値の約90％程度と

推定される。）

　過去10年で最も平均点の低かった昨年と比べ

て，理論分野を中心とした第1問，第2問の得点率

は上昇したが，無機物質を中心とした第3問，有機

化合物からの第4問でさらに得点率が下がってお

り，過去10年で最も平均点の高かった一昨年と比

べると無機，有機分野で20％近く下がっている。

�大枠に変化はない

　大問数は4，設問数は28（10年，09年も28），

出題分野は，第1問が「物質の構成」を中心とした

理論分野，第2問が化学反応と熱，酸と塩基，酸化

還元の「物質の変化」を中心とした理論分野，第3

問が主に「無機物質」，第4問が「有機化合物」で，

配点はどの大問も25点で，配点比率は理論分野

50％，無機分野25％，有機分野25％であった。

大枠は，ここ5年変わっていないことから，次年度

も大きな変化はないと予測される。

�昨年に続き難問が出題された

　正答率が50％以下の小問は6題で，昨年の9題よ

り減少したが，このうち40％以下の問題は5題で，

昨年の4題より増加しており，特に3題（第1問 問

1a，第2問 問2，第4問 問5b）は20％台の正答

率であった。一昨年は正答率60％を切った小問は2

題（正答率46.0％と48.2％）であったことから見

ても，かなりの難問が昨年に続いて出題されたとい

えよう。なお，正答率が80％を超える小問も4題

あった。

（2）設問別分析

第1問　正答率が低かった電解質，物質量計算に課

題，身の回りの物質は定着

　「物質の構成」，「物質の構成粒子と結合」，「物質

の量」からの出題で，基本事項からの出題が多かっ

たものの，昨年に続き正答率は70％に達しなかっ

た。問1a（出題例1）は，電解質を有機化合物から

選択させるというやや意表をついた設問であった

が，酸が電解質であることは基本事項であろう（啓

林館「化学Ⅰ改訂版」p.256，「Master 化学Ⅰ」

p.200に「サリチル酸は水に少し溶ける」という記

述がある）。ところが，スクロースを選んだ解答が

31％で，サリチル酸の29％を上回った。中学校で

は新指導要領が先行実施され，電解質やイオンが学

14

大学入試センター試験　および　国公立大二次・私大　大学入試分析と対策

 化　学 

学校法人 河合塾　化学科講師　高橋　茂幸

表1．得点率比較

2009年2010年2011年

69.5453.5956.57平均点

差得点率差得点率差得点率

2.877.22.063.63.667.2第1問

6.473.65.654.85.262.4第2問

5.679.22.867.63.663.6第3問

8.474.04.855.26.054.4第4問
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習項目に入ったが，現行課程では高校ではじめて扱

う項目であり，溶液の電気伝導性と電解質，イオン

などが十分に理解されていない結果であろう。また，

問5（出題例2）も基本的な化学量計算であるが，

正答率は56％で，問題のレベルに比べてあまり高

くなかった。体積で計算すれば容易に解答を得るこ

とができるが，ある程度計算問題の演習を積んでい

ないと要領よく解くことは厳しいであろう。

　電子配置と元素の性質などを扱った問3は正答率

90％程度，これ以外はほぼ70％前後であった。問

2は元素の分類に関する基本問題であったが，正答

率は67％，典型元素の領域を選ぶ設問だが，13～

18族の元素のうちから非金属元素である領域を選

んだ誤答が20％に達した。密度とアボガドロ数に

関する問4は高卒生と高3生の正答率の差が7％と

比較的大きかったが，密度の計算の不出来が主な要

因と思われる。問6は身の回りに関連する物質で，

物質の用途や基本的な性質に関するもので，正答率

も73％であったが，成績上位生と下位生の差が

50％を超えている。新指導要領でも「化学と人間生

活」は指導内容にあげられており，この項目からの

出題は定着したといえる。

第2問　熱化学－エネルギーの関係を図でおさえ

る，燃料電池は頻出

　化学反応と熱，酸・塩基，酸化還元，電池・電気

分解からの出題で，高3生と高卒生の正答率の差が

比較的大きかった。問1～3はいずれも熱化学から

の出題で，基本的な反応熱の計算である問1の正答

率が85％であったのに対し，水の状態とエネル

ギーの関係を題材にした問2（出題例3）は正答率

23％で，全体の中で最低であった。この問題では

④を選んだ解答が56％で正解の⑤を大きく上回っ

た。固体より気体の方がエネルギーが高い状態にあ

ることから，これを誤答としたものと推測されるが，

単体（水素，酸素）と水（固），水（気）の関係を

図で書いてみると容易に判断できる。

　次に正答率の低かった小問は，問6（出題例4）

で43％であった。この問題は，燃料電池，電気分

解の電極反応を理解した上で，量的関係をグラフで

問うという何段階かの思考過程を要するもので，比

較的難度が高い。高3生と高卒生の差は10％で，全

体の中で最も大きく，成績上位生と下位生の差も

60％と大きく開いた。燃料電池は，社会的にも注

目されており，今後も出題される可能性がある（出

題された図や反応は，啓林館「化学Ⅰ改訂版」

p.124，「Master 化学Ⅰ」p.102，「新編化学Ⅰ改

訂版」p.73によく似たものが記載されている）。酸

化還元反応に関する問4，中和滴定を題材とした問

5はいずれも教科書の内容を理解していれば解ける

基本的なレベルの問題で正答率も70％前後あっ

た。なお，問4は還元剤としてはたらいているもの

を選ぶ基本的な問題であったが理系，文系の差が

12％近くあり，文系生のこの分野の学習の遅れが

目立った。

問　　水に関する記述として誤りを含むものを，次の ① ～ ⑤2

のうちから一つ選べ。

①　水（固）が水（液）になるときに吸収する熱量を融解熱

という。

②　水（液）が水（気）になるときに吸収する熱量を蒸発熱

という。

③　水（液）の生成熱は，1.013×105 Pa（1atm），25℃にお

いて，水素（気）が燃焼して水（液）が生じるときの燃焼

熱に等しい。

④　水（固）の生成熱は，水（気）の生成熱より大きい。

⑤　水（気）の生成熱は，水（液）の生成熱と水（液）の蒸

発熱の和に等しい。

出題例3

問　 a　電解質である化合物1

　①　エタノール 　　　　　　　②　グリセリン

　③　サリチル酸 　　　　　　　④　酢酸エチル

　⑤　スクロース（ショ糖）　　　⑥　ホルムアルデヒド

出題例1

問　　標準状態で10mL のメタンと40mLの酸素を混合し，メタ5

ンを完全燃焼させた。燃焼前後の気体の体積を標準状態で比

較するとき，その変化に関する記述として最も適当なものを，

次の ① ～ ⑤ のうちから一つ選べ。ただし，生成した水は，

すべて液体であるとする。

 ①　20mL減少する。 ②　10mL 減少する。

 ③　変化しない。 ④　10mL 増加する。

 ⑤　20mL 増加する。

出題例2



第3問　金属イオン，ミョウバンに注意　上位生－

下位生で大きな差

　無機物質からの出題で，同素体に関する問3は

95％，金属と酸に関する問4は85％で正答率がき

わめて高く，希ガスについての問1と化合物の熱分

解に関する問2はいずれも60％，鉄の製錬について

の化学量計算の問5は70％程度の正答率であった。

これらの中では，問1で，「沸点が最も低いのは，ヘ

リウムである」，問2で「CuSO4・5H2O を加熱す

ると，白色の CuSO4が生成する」を，いずれも誤

りとしたものが20％近くあった。

　一方，金属イオンの反応に関する問6（出題例5）

が42％，塩とその構成イオンに関する問7（出題例

6）が33％と正答率が低く，また，成績上位生と下

位生の差も50％前後と大きかった。問6は組解答形

式で幅広い知識を要求され，比較的難度の高い設問

である。②～⑤のいずれも15％程度が選択してい

る。問7はミョウバンを選んだ解答が37％で，正解

の塩素酸カリウムを上回った。ミョウバンは過去に

も出題され，このときも正答率が低かった。センター

試験，無機物質の鬼門と言っても過言ではなく，組

成式，複塩，水溶液が弱酸性など教科書に記載され

ている事項を重点的に整理しておく必要があるだろ

う。
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問　　図　に示すように，水素を燃料とする燃料電池と質量6 1

100g の銅板　枚を電極とする電気分解装置を接続して，2

0.5mol/L 硫酸銅 （Ⅱ） 水溶液1.0L の電気分解を行った。この燃

料電池の負極では，水素が水素イオンH＋となって電子を放出

している。

　　この実験において，燃料電池で消費した水素の標準状態に

おける体積〔L〕と銅電極Aの質量〔g〕の関係を示すグラ

フとして最も適当なものを，下の ① ～ ⑥ のうちから一つ選

べ。ただし，消費した水素が放出した電子は，すべて電気分

解に使われるものとする。

出題例4

① ②

③ ④

⑤ ⑥

問　　塩とその構成イオンの組合せとして誤りを含むものを，7

次の ① ～ ⑥ のうちから一つ選べ。

出題例6

構成イオン塩

NH4＋，Cl －塩化アンモニウム①

K ＋，MnO4－過マンガン酸カリウム②

K ＋，Al3＋，SO42－ミョウバン③

Pb2＋，CH3COO －酢酸鉛 （Ⅱ）④

Na ＋，HCO3－炭酸水素ナトリウム⑤

K ＋，ClO －塩素酸カリウム⑥

問　　水溶液中でイオンAとイオン B，およびイオンAとイ6

オン Cをそれぞれ反応させる。いずれか一方のみに沈殿が生

じるA～ Cの組合せを，次の①～⑤のうちから一つ選べ。

出題例5

CBA

CO32－Cl －Ca2＋①

SO42－NO3－Fe3＋②

SO42－Cl －Zn2＋③

CrO42－OH －Ag ＋④

SO42－Cl －Mg2＋⑤
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第4問　実験関連で二年続けて難問，C4アルコール

に注目

　有機化合物からの出題で，正答率は54％，昨年

よりさらにが下がり，高3生と高卒生の差も最も大

きかった。また，問1～問4はいずれも上位生，下

位生の差が60％以上で大きく開いた。

　アルコールに関する基本的な知識を問う問1，立

体異性体に関する問2は，いずれも正答率が70％を

超えた。問3はエステルの構造決定で正答率は

56％，この問題では銀鏡反応陽性からギ酸エステ

ルであることを判断できるかがポイントで，約

40％が酢酸エステルを選択していた。クメン法に

関する問4は基本的知識を問うもので（啓林館「化

学Ⅰ改訂版」p.252，「Master 化学Ⅰ」p.204，

「新編化学Ⅰ改訂版」p.145に，似た系統図が記載

されている），正答率は65％，ここではクメンヒド

ロペルオキシドの部分構造で－ OOH ではなく－ OH

を選んだ誤答が15％程度存在した。

　問5はエステル合成の実験に関する設問（出題例

7）で，a は正答率53％だったが，b は29％で極

めて低かった。bでは⑤を選択した解答が30％程度

で，正解の②を上回った。酸を用いてエステルを加

水分解した場合，酢酸とエタノールになりいずれも

水に溶け，均一な溶液になる。また，水酸化ナトリ

ウム水溶液を用いて加水分解した場合，酢酸ではな

く酢酸ナトリウムが生じるので，刺激臭はしない。

昨年はニトロベンゼンからアニリンを合成する実験

が出題され，これも正答率は38％程度で低かった。

教科書に記載されている有機化合物関連の実験には

必ず目を通し，かつ，それぞれの操作の目的，起こっ

ている変化について考察を深めておく必要がある。

問6はC4アルコールに関する設問（出題例8）で，正

答率は31％であった。特に②あるいは⑤を選んだ

誤答がいずれも20％程度あった。理系の二次私大

の場合は，C4アルコールは超頻出事項であるが，そ

の全体が記載されていない教科書が多いので，文系

生には少々つらい問題であっただろう。事実，文系

生の正答率は25％で，全体の中で3番目に低かっ

た。

問　　次の操作　～　からなる実験について，下の問い（a・5 1 4

b）に答えよ。

操作　　乾いた試験管Aに酢酸とエタノールを　mL ずつ入1 2

れて振り混ぜ，さらに濃硫酸を 0.5mL 加えた。この試験管

Aに沸騰石を入れて，十分に長いガラス管を取りつけ，図

　に示すように80℃の水の入ったビーカーの中で　分間加2 5

熱した。

操作　　この試験管Aの内容物を冷却したのち，炭酸水素ナ2

トリウムの飽和水溶液を少量ずつ加えて中和した。

操作　　試験管 Aの内容物が水層と生成物の層の　層に分3 2

離したので，生成物の層を乾いた試験管Bに移した。

操作　　試験管B内の生成物の一部を別の試験管Cに移し，4

十分な量の水酸化ナトリウム水溶液を加えて，熱水中で振

り混ぜながら加熱して反応させた。

a　操作　～　に関する記述として誤りを含むものを，次の ①1 3

～ ⑤ のうちから一つ選べ。

①　操作　で試験管Aに沸騰石を入れるのは，突沸（突発的1

な沸騰）を防ぐためである。

②　操作　で試験管Aに長いガラス管を取りつけるのは，蒸1

発した内容物を冷却して，液体に戻すためである。

③　操作　では，二酸化炭素が発生した。2

④　操作　の中和の結果，試験管 Aの内容物が分離したと2

き，生成物の層は下層であった。

⑤　操作　で試験管Bに移した生成物には，果実のような芳3

香があった。

b　操作　の反応に関する記述として誤りを含むものを，次の4

① ～ ⑤ のうちから一つ選べ。

①　試験管Cの内容物に水酸化ナトリウム水溶液を加えた直

後は　層に分離していたが，反応が十分に進行すると分離2

しなくなり，均一な溶液になった。

②　反応後の溶液からは，酢酸の刺激臭がした。

③　この反応では，エタノールが生成した。

④　この反応は，けん化と呼ばれる。

⑤　水酸化ナトリウム水溶液の代わりに希硫酸を用いた場合，

加えた直後は試験管の内容物は　層に分離しているが，反応2

が十分に進行すると分離しなくなり，均一な溶液になる。

出題例7



（3）学習上のポイント

　昨年同様，思考力を要するものや幅広い知識がな

いと解答に至らない設問が複数あり，全体的に難度

が高かったが，教科書をしっかりマスターし，ある

程度演習をこなせば解けない問題はない。

①　演習を通じての知識の体系的整理，段階をおっ

た思考の訓練を

　第2問の問1，問2に象徴されるが，ある程度機械

的に解ける計算問題はできるが，少し思考力を要す

る問題になると大きく正答率が下がる。ここでは，

反応熱の定義のみではなく，物質のもつエネルギー

と反応熱の関連がしっかり把握できていたかがポイ

ントで，教科書に必ず記載されているエネルギーの

図の理解が鍵である。

　また，第2問 問6のように，いくつかの基本事項

を組み立てて解法の道筋をつくっていく能力が問わ

れる設問も毎年出題されている。これに対処するた

めには，教科書のまとめをしっかり整理するととも

に，センター試験の過去の問題の学習などを通じて，

いろいろな角度からの考察の中で，基本事項を確認

し，かつ基本事項を組み立てていく応用力を身につ

けておく必要がある。

②　教科書の「実験」にしっかり目を通そう

　昨年，今年と教科書の「実験」からの出題が2題

あり，特に有機化合物に関する設問は，いずれも正

答率が低かった。「実験」に関する出題は今後も2～

3題はあると予想される。基本的な知識のまとめや

計算問題の演習が重要であることは言うまでもない

が，それとともに軽視されがちな「実験」のページ

にもしっかり目を通し（第4問の問5は，啓林館「化

学Ⅰ改訂版」p.239，「Master 化学Ⅰ」p.194と

図がほぼ同じで，試薬の量まで同じである），実験

結果がなぜそうなったのかを考察してみよう。

③　計算問題－成績下位生はとにかく問題を解く

　難度の高い問題より，基本的な計算問題で成績上

位生と下位生の差が大きい。今回でも密度が理解で

きていない，指数計算で桁を間違えるなど基本的な

ミスに起因すると見られる誤答が目立った。教科書

の例題でよいので，とにかく問題を解き，解法を

チェックし，身につけよう。

補）　理科総合Aについて

　理科総合Aの平均点は55.63で昨年の63.38よ

り下がり，09年の56.59とほぼ同じであった。大

問数が昨年までの5から4に減少したが，全体の

マーク数は変化しなかった。化学に関連した第1問

は電子配置，混合物の分離，量的関係（物質量の計

算），電気分解，金属の性質など小問集合，第3問は

前半が酵素のはたらき，利用，後半が pHや身近な

酸化還元反応に関する設問で，いずれも身近な素材

や現象から化学の基本的な知識を問うものであっ

た。昨年同様，思考力を要する問題や難度の高い問

題はなく，ここ数年この傾向は変わっていない。し

たがって，教科書の基本事項のまとめ，章末問題と

過去のセンター試験の問題演習で対応できるだろ

う。

2．一般入試（二次・私大）

（1）全体の傾向

　東京大，京都大，東工大，東北大，九州大，名古

屋大，大阪大，早大，慶応大など難関校では，例年

同様かなりの応用力を要する難度の高い問題が出題

されたが，多くの国公立大，私立大では標準的な問

題が大半であった。また，私立大学では，基本的な

知識を幅広く問う小問集合の形式での出題も多い。

　今年の特徴は，酸化還元，電池，電気分解，結晶

の構造からの出題が増加したことである。また，依

然，化学平衡からの出題は電離平衡を中心に多く，

さらに溶解度積も増加した。無機分野では，2族元

素や鉄を題材に，溶解平衡や熱化学なども含めた総
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問　　炭素，水素，酸素のみからなり，炭素原子を　個もつ分6 4

子量74の第二級アルコールAがある。Aを酸化すると分子量

72のケトン Bになる。A，Bに関する記述として誤りを含む

ものを，次の ① ～ ⑤ のうちから一つ選べ。

①　Aには不斉炭素原子がある。

②　Aの構造異性体のうち，アルコールはAのほかに　種類3

ある。

③　Aの構造異性体のうち，エーテルは　種類ある。2

④　Bの構造異性体のうち，アルデヒドは　種類ある。2

⑤　Bの構造異性体には，不斉炭素原子をもつものがある。

出題例8
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合問題が目立った。有機分野ではエステルの構造決

定，糖類，アミノ酸・タンパク質からの出題が多かっ

た。以下，分野別に今年の傾向について見ていこう。

（2）分野別分析

［理論分野　化学Ⅰ］

　昨年もそうであったが，酸化還元，電池・電気分

解からの出題が多い。酸化還元では，過マンガン酸

カリウムによる酸化還元滴定（甲南大－出題例9，名

古屋工大，長岡技術大，愛知教育大）が多く，また，

ヨウ素滴定も複数の大学で出題されている。出題例

を見てもわかるように過マンガン酸カリウムによる

滴定は標準的な設問がほとんどである（啓林館「化

学Ⅰ改訂版」p.113～114及び p.135～136も参

照）。一方，ヨウ素滴定では，さらし粉の定量（東

京農工大），銅 （Ⅱ） イオンの定量（岐阜大），溶存酸

素の定量（東京理科大 薬）などやや難度の高い設問

が多い。電池，電気分解ではダニエル電池（金沢大

－出題例10），燃料電池からの出題が多く，リチウ

ムイオン電池（大阪薬科大）も出題された。なお，

教科書の「発展」に記載されている標準電極電位（啓

林館「化学Ⅰ改訂版」p.118）に触れたものもあっ

た（中央大－出題例11）。この問題では，標準還元

電極電位と還元力の強さについて誘導があるので，

解答を導くのはそれほど困難ではない。電気分解で

は，特に銅の電解精錬からの出題が多かった。

　物質の構成では，周期表を中心とした小問集合が

私大を中心に多く出題され，同位体の存在比の計算，

化学Ⅱの範囲である電子式や分子の極性からの出題

が増加した。

甲南大

出題例9

金沢大

出題例10



　熱化学は，炭化水素の燃焼熱やアルコール発酵を

素材にした反応熱の計算が中心だが，格子エネル

ギー（首都大－出題例12）やさらにイオン結晶の

溶解熱の考察（名古屋大）など応用力を要するもの

も出題されている。

　酸塩基は中和滴定による酢酸の定量や水酸化ナト

リウムと炭酸ナトリウムの混合水溶液の二段階滴定

（名古屋工大，浜松医大，啓林館「化学Ⅰ改訂版」

p.101）などが中心で，出題傾向に大きな変化はな

かった。

20

中央大

出題例11
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［理論分野　化学Ⅱ］

　最も特徴的なことは，結晶の構造からの出題が大

きく増加したことである。金属結晶やイオン結晶の

基本事項に関する設問が多かったが，最密構造（東

工大，啓林館「化学Ⅱ改訂版」p.26），イオン結晶

の構造（北大 後期），原子の欠損（京都大）など難

度の高いものや，炭素の同素体に関連するもの（岡

山大－出題例13，名古屋大）も多かった。

　平衡からの出題は相変わらず多く，問題のレベル

も基本からかなり難度の高いものまで多岐にわたっ

ている。ヨウ化水素の生成に関する速度と平衡の基

本問題，二酸化窒素に関する気相平衡，酢酸やアン

モニアの電離平衡などが中心だが，昨年，今年と続

いて溶解度積からの出題も増加している。塩化銀の

溶解平衡が中心だが（啓林館「化学Ⅱ改訂版」p.122

～124），さらにアンミン錯体との平衡（名古屋大－

出題例14）や水酸化鉄 （Ⅲ）（京都大），炭酸カルシ

ウム（東京医科歯科大）など難度の高いものも出題

された。

　さらに，分配平衡（お茶の水女子大－出題例15，

京都府立医大），吸着平衡（京都大）など応用力を

要するものもあった。昨年，難度の高い設問が多かっ

た反応速度は，東京大などでかなり難度の高いもの

が出題された以外は，活性化エネルギーや簡単な反

応速度の計算など標準的な問題が多かった。

　気体では，今まで比較的出題例の少なかった実在

気体が増加し，ファンデルワールスの状態方程式

（千葉大－出題例16，横浜市大，啓林館「化学Ⅱ改

訂版」p.50）も出題された。混合気体や気液平衡か

らの出題も多い。

　希薄溶液の性質も昨年同様，多くの大学で出題さ

れており，今年は特に酢酸の二量体に言及したもの

が複数あった（北大 前期，東京理科大 理）。

首都大

出題例12

岡山大

出題例13



［無機分野］

　非金属では，アンモニア，硝酸の工業的製法やハ

ロゲンからの出題が多いが，今年は例年と比べて，

やや出題例が減少している。なお，炭素の同素体は

結晶の構造やフラーレンも含めて増加している。

　金属では，2族および鉄を題材とした理論との融

合問題が目立った。2族では，カルシウムやマグネ

シウムを中心に全般に関するもの（東京農工大，静

岡大，神戸薬科大，兵庫医大，信州大，名古屋市大，

岐阜薬科大，長崎大），塩化カルシウム（弘前大），

炭酸カルシウム（東京医科歯科大）が出題された。

　鉄も製錬やイオンの反応が中心で，さらにコロイ

ドまで含めた総合問題が多い（東京農工大－出題例

17，首都大，三重大，大阪教育大）。また，アルミ

ニウムや銅も製錬を中心に出題されている。金属イ

オンの反応，分離は例年同様，出題例が多く，溶解

度積と併せて出題される例も多い。 
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名古屋大

出題例14

お茶の水女子大

出題例15

千葉大

出題例16
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［有機分野　化学Ⅰ］

　化学Ⅰの有機分野では，エステルの構造決定，炭

化水素の構造と反応，ベンゼンを起点とした芳香族

化合物の合成からの出題が多かった。エステルの構

造決定ではC4アルコールのエステル（京都工芸繊

維大－出題例18）が中心で，エステル以外でも千

葉大，徳島大，島根大などでC4アルコールを題材

にしたアルコール全般に関する出題があった。セン

ター試験の分析でも述べたが，C4アルコールを中

心にアルコールの構造，酸化，脱水などをまとめて

おくことが重要である。炭化水素の出題も多く，特

にアセチレンから始まり，簡単な高分子化合物も含

まれるものが目立った（大阪大 後期 工－出題例

19）。ベンゼンからの誘導体ではアニリン（法政大）

さらにアセトアミノフェン（立命館大），フェノール

（金沢工大）などが出題されている。化学Ⅰの有機

分野からの出題は，脂肪族，芳香族の反応経路や簡

単な構造決定など標準的なものがほとんどである。

なお，教科書の「発展」で取り上げられた炭素二重

結合のオゾン分解（啓林館「化学Ⅰ改訂版」p.217）

は，やや減少したものの今年もいくつかの大学で出

題されており，油脂を構成する脂肪酸の構造決定

（岐阜大　この問題では過マンガン酸カリウムによ

る酸化であった）も出題されている。

東京農工大

出題例17



［選択分野］

　糖類，アミノ酸・タンパク質からの出題が多い。

糖類では，二糖類を中心に還元性の有無や加水分解

など基本事項に関する設問が多い（香川大，新潟大，

立教大）が，デンプンのヒドロキシ基のメチル化（東

北大）など思考力を要するものも出題されている。

また，糖類からの応用として核酸に言及した出題例

（福井大，岩手大）もある。

　アミノ酸・タンパク質では，アミノ酸の電離平衡

とペプチドのアミノ酸配列の決定が中心で，特にイ

オン交換樹脂によるアミノ酸の分離が目立った（広

島大－出題例20，東京医科歯科大など）。なお，イ

ノシトール（神戸大），トレハロース（滋賀県立大），

ホモガラクツロナン（京都大），メタロチオネン（明

治大農）など教科書に記載されていない糖類やタン

パク質も出題されたが，問題文の誘導にしたがって

いけば解けるものがほとんどである。

　合成高分子では，先に述べたようにアルキンの付

加反応と連動してPVAやビニロンなどの出題が多

く，また，機能性高分子（名古屋大）や生分解性高
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京都工芸繊維大

出題例18

大阪大　後期　工

出題例19



25

分子 （名古屋工大， 広島大）， アラミド （横浜市大） な

ども出題されたが，特に機能性高分子や生分解性高

分子は出題例が増加傾向にあるので注意を要する。

　脂質は，大部分が化学Ⅰ油脂，セッケンからのも

ので，界面活性剤に言及したものが多く，リン脂質

からの出題は，今年は少なかった。

　化学Ⅱの最後の項目である「課題研究」に関連す

る項目としては，化学の基礎法則（金沢大，近畿大）

リモネンを用いたプラスチックのリサイクル（大阪

大 後期 理－出題例21，啓林館「化学Ⅱ改訂版」

p.282）などがあげられる。
広島大

出題例20

大阪大　後期　理

出題例21



（3）　学習上のポイント

　（2）で述べたように，酸化還元，電池・電気分

解，化学平衡，エステルや炭化水素の反応と構造，

糖類，アミノ酸・タンパク質などからの出題が多く，

その多くは標準的な問題である（出題例9，10，18，

19参照）。入試問題の大部分はこのように標準的な

レベルの問題であり，このレベルの問題を確実に解

くことが合格への第一歩である。ただし，基本事項

の確認だけではだめであり，基本事項を組み立てて

解法を導く能力が問われる。これは適切かつ十分な

演習を積み重ねる以外にない。

　その上で，「発展」を反映した思考力を要する比較

的難度の高い問題への応用力を養成していく必要が

ある。ここ数年，溶解度積，電離平衡での塩の加水

分解，希薄溶液の性質などで，主に「発展」に記載

されている項目からの出題は確実に増加している。

難関校を目指す場合，この部分が合否の鍵を握る可

能性が大きい。「発展」に記載されている事項を理解

し，さらに演習問題をじっくり解くことによって解

法の道筋を身につける必要がある。

　また，「課題研究」で取り上げられている項目から

出題されるケースも増えている。上げられている課

題の実験やそれに基づく考察を深めることも重要で

ある。
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■高橋　茂幸（たかはし　しげゆき）

　授業では高1～高3生，高卒生のトップレベル生から基礎学力生

まで幅広く担当。また河合塾マナビスも担当。教材ではテキストお

よび全統マーク模試などの作成を担当。

著書：こだわってシリーズ「速度・平衡・無機物質」（河合出版）

　　　「精選化学Ⅰ ・ Ⅱ問題演習」（旺文社 ・ 共著）

　　　「入試問題正解」（旺文社・共著）など
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1．センター試験　生物Ⅰ

（1）全体の傾向

　今年度のセンター試験は，大問数5題，小設問数

32問であった。昨年度と比較して，小設問数が3問

増加した。また，前文や選択肢が文章になっている

形式の文章量，および考察問題の割合が増加した。

知識問題は詳細な知識が要求される問題が増えた。

正答率が80％以上の「やさしい」小設問の割合は，

昨年度は65％であったが，34％に減少した。また，

正答率が90％以上の「非常にやさしい」小設問が昨

年度は31％もあったが，3％に激減した。逆に，正

答率が50％以下の「難しい」小設問の割合は，昨

年度は10％と低かったが，19％と増加した。これ

らの結果は，今年度の問題が昨年度と比較してやや

難化したことを示している。全受験生の平均点は昨

年度より約6点下がって，63.36点（大学入試セン

ター発表）であった。

　各大問は5題とも A・B分けになっており，幅広

いテーマから出題されている。知識問題と考察問題

の割合は例年どおりほぼ半々であったが，昨年度よ

りやや考察問題の割合が多かった。知識問題は小問

集合的で，幅広いテーマから少しずつ出題されてい

た。選択肢が用語などの組合せになっているものが

15％近くあり，十分な知識の理解がないと解答で

きない。データを読み取り考察する問題はいずれも

比較的正答率が高く，逆に知識問題の正答率が低

かった。得点差は知識問題で開いたようである。

（2）設問別分析

第1問　細胞と細胞分裂

　Aは細胞の構造と機能に関する標準的な知識問題

であり，Bは細胞分裂に関する標準的な知識問題で

ある。第1問全体の正答率は56％で，大問5題中最

低であった。

　問1の正答率は50％と低く，誤答は③に集中して

おり，フックは知っているが，ブラウンはわからな

かったようである（啓林館「生物Ⅰ改訂版」p.14，

「新編生物Ⅰ改訂版」p.10に記載）。問3の正答率は

30％で32問中最低であった。サフラニン液は教科

書の「実験」（啓林館「生物Ⅰ改訂版」p.60に記載）

「探究」に記載されている染色液であり，やや詳細

な知識であるため，成績上位者でも正答率は37％

と低かった。問4（出題例1）の正答率は44％で，

誤答は②・④に集中していたので，凝集した染色体

が観察され始める時期がわからなかったようであ

る。問5の正答率は76％であった。問6の正答率は

60％で成績上位者と下位者の正答率の差，高3生と

高卒生の差がともに大きく，誤答は④に集中してい

た。卵割，体細胞分裂，減数分裂の違いが理解でき

ていない受験生が多いようである。

大学入試センター試験　および　国公立大二次・私大　大学入試分析と対策

 生　物 

学校法人 河合塾　生物科講師　榊原　隆人



第2問　生殖と発生

　Aは受精と初期発生に関する小問集合的な知識問

題であり，Bはウニの受精の実験に関する考察問題

である。第2問全体の正答率は71％であった。

　問1の正答率は48％と低く，誤答は①・④・⑤に

分散していた。重複受精の知識不足がうかがえる。

問2の正答率は65％で，文系生と理系生の差が大き

かった。問3の正答率は41％と低かった。成績下位

者では，正答である④より誤答である③や⑤を選ん

だものが多かった。また，成績上位者の正答率は32

問中2番目に低かった。問4，問5，問6の正答率は

それぞれ85％，82％，83％と高かった。問4，問

5，問6のような知識があまり要らない考察問題は，

予想以上によくできていた。

第3問　遺伝子・遺伝

　Aは遺伝子の本体に関する標準的な知識問題，B

は家系図の遺伝と伴性遺伝に関する考察問題，Cは

連鎖遺伝と染色体地図に関する考察問題である。第

3問全体の正答率は71％であった。

　問1・問2はやさしかったので，正答率はそれぞれ

88％，82％と高かった。問3の正答率は46％と低

く，誤答は④に集中していたので，遺伝子型が決ま

るのがaかbか判断できなかったようである。特に，

成績下位者では，正答の⑤より誤答の④を選んだも

のの方が多かった。問4の正答率は65％，問6の正

答率は71％であり，いずれも成績下位者の誤答は

均等に分散していた。一方，問5の正答率は87％と

高く，組換え価の計算は非常によくできていた。

第4問　環境と動物の反応

　Aは自律神経系と内分泌系に関する標準的な知識

問題，Bは神経筋標本を用いた実験に関する考察問

題である。第4問全体の正答率は67％である。

　問1の正答率は73％であり， 誤答は②に偏ってい

たので， アドレナリンが分泌される内分泌腺が副腎

の髄質なのか皮質なのかわからなかったようであ

る。 問2の正答率は84％であった。 問3の正答率は

52％で， 成績上位者の正答率は32問中3番目に低

かった。誤答は① ・ ④ ・ ⑤に分散しており， 成績上位

者でも内分泌系の知識問題が不得意であることがう

かがえる。 問4， 問5， 問6 （出題例2）は， 知識と考察

の両方が必要な考察問題で正答率が低かった。 問4

の正答率は63％で， 成績下位者の誤答は分散して

いた。 問5の正答率は66％で， 誤答は④が多かった。

 問6の正答率は65％で， 誤答は①に集中していた。
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第5問　環境と植物の反応

　Aは水の吸収・移動と蒸散に関する標準的な知識

問題，Bはアズキの茎の成長に及ぼすオーキシンと

ジベレリンの作用の実験に関する考察問題である。

第5問全体の正答率は80％と高かった。

　問1の正答率は75％で，誤答は①に集中してい

た。問2の正答率は 　2　 が 66％， 　3　 が

88％であった。問3の正答率は88％と高かった。

問4の正答率は90％，問6の正答率は67％であっ

た。問4と問6（出題例3）は，2001年度のセン

ター試験とほぼ同じである。特に，切片の重さの増

加が吸水によるもので，それが，「体積の増加を伴

う」ということから，切片の太さを考察する問6は，

2001年度の過去問を学習した受験生の方が学習

しなかった受験生よりも絶対に有利になる。問5の

設問文は問6を解くのに必要なヒントとなってお

り，ここで切片の増加が，体積の増加を伴うことを

示している。

出題例2



（3）指導上のポイント

　ここ数年の傾向として，知識問題で問われる知識

は，基本的なものだけでなく，教科書の探究・観察

のページや図中にのみあるようなものが増え，内容

も詳細になっている。また，出題範囲も小問集合の

ように多岐にわたり，特に受験生が陥りやすい部分

を的確に狙って問題が作成されている。このため，

教科書に記載されている内容を図なども含めて隅々

まで十分理解させる必要がある。また，考察問題で

は，長い文章を読み，初めて見る表や図（グラフ）

からデータを読み取らなければいけないので，まず，

設問文や選択肢の文章を十分読み取ることができる

読解力を養い，さらに表や図などを正確に読み取り，

論理的に思考する訓練が必要となる。このため，過

去問を中心に問題演習を十分に積ませたい。また，

近年は，過去のセンター試験の類題も出題されてい

る（今年度の第5問の他にも，2008年度の本試験の

第2問が，1998年度の本試験の第1問と同じ内容

であった）ので，過去問はできるだけ多く演習させ

るようにしたい。さらに国公立大学の二次試験で出

題された問題の類題も出題されることがあるので，

高得点を望む生徒には国公立大学の二次試験なども

見せておきたい。

2．センター試験　理科総合B

　理科総合Bのセンター試験は大問4題構成で，知

識問題が21問，図とグラフの読解問題が8問の計

29問であった。分野の内訳は，地学分野が17問，

生物分野が9問，両分野にまたがったものが3問で，

地学分野からの出題が目立った。昨年に比べて，図

やグラフの読解において知識を必要とする問題が増

え，また，生物分野の知識問題にやや詳細な内容を

問うものが増えた。平均点は54.58点で昨年の

64.83点より10.25点低くなった。

　教科書の基本的な知識問題，および問題文に与え

られた文章や図を読み取ることができれば正解にた

どりつける問題もあるが，実験（観察）目的，方法

に関する知識問題，およびその結果（データ）の読

み取りと考察に関する問題が出題される。教科書に

扱われている内容を理解させるとともに，資料図を

含めて問題文をしっかり読み取る力，結果を読み取

る力を養わせる必要があり，高得点を取得させるに

は十分な対応が必要である。

3．一般入試（二次・私大）

（1） 全体の傾向

　出題分野は生物Ⅰが約45％，生物Ⅱが約55％で，

昨年同様生物Ⅱからの出題が多かった。中でも遺伝

子の出題が多くみられたが，昨年よりは減少した。

選択分野については，選択問題として出題した大学

が約15％，片方の分野のみを出題した大学が約

35％，両方の分野を必答問題として出題した大学が
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約10％で，昨年度より選択問題として出題した大学

の割合が減少した。

　旧帝大などの難関大学では， 昨年度と比べて， 内

容を理解しづらいような難しい実験考察問題が減少

し， 基本的・典型的な問題が増加した。 このため， 

難関大の問題が昨年度より易化した。 また， 全体と

して昨年度よりも知識問題の割合が増加した。 分野

別では， 昨年度よりも数は減少したものの， 今年度

も 「遺伝子」 が多く出題された。 また， 「遺伝子発

現の調節」， 「PCR法」 および 「iPS細胞」 など新し

い内容の出題が昨年度に比べて減少した。 （なお， 

国公立大44大学， 私立大12大学での分析を行っ

た。）

（2） 2011年度で注目される出題項目

　COP10の開催に関連して，生物多様性に関する

内容の出題が名古屋大，福島大などでみられた（出

題例4）。一部の教科書に「発展」として記載されて

いる内容として，関西大で「RNA干渉」（出題例5），

藤田保健衛生大で「細胞骨格」（出題例6），また，

岐阜大で「水晶体が眼杯を網膜に誘導する」内容が

出題された（出題例7）。遺伝子の新しい内容として

は，京都大で「マイクロサテライト」を扱った問題

（出題例8）が，また早稲田大で2010年5月に発表

された「合成ゲノム細胞」の内容が出題された。

　このように，新しい題材を用いた問題が次々と出

題されているが，その数は少なくなっており，その

反面，典型的な「転写・翻訳」や「酸素解離曲線」

など，日頃の学習成果が反映される問題が多く出題

された。

（…途中省略）

出題例4

名古屋大　問題Ⅲ

出題例5

関西大〔Ⅲ〕

（…途中省略）

出題例6

藤田保健衛生大　第1問

（…途中省略）

出題例7

岐阜大　�



（3） 2012年度以降の入試予測

　一部の教科書で「発展」や「参考」として記載さ

れている高度な内容の出題が，難関大だけでなく，

中堅大でもみられた。このような内容の出題は今後

も続くと考えられるが，その内容を本格的に扱うと

非常に難問になるので，用語などを尋ねる知識問題

での出題になると考えられる。しかし，出題が2～

3年続くと，一部の大学ではあるが，その詳しい内

容について出題されることも考えられる。

　「遺伝子発現の調節」，「PCR 法」および「iPS

細胞」などの新しい内容については，今後出題が増

加されると考えられるが，多く出題された翌年には

著しく減少するといった，年による出題頻度の変動

もあると思われる。

　近年の研究成果や話題となった内容についての対

応は速く，すぐに大学入試で出題される傾向がある。

しかし，内容を用いているだけで，設問はなく，学

習していなくても影響はない問題もある。また，ト

ピックス的なものでは，一時的な出題になる場合も

考えられる。

（4） 指導上のポイント

　生物Ⅱからの出題が多く，内容も多いので，生物

Ⅱにかなり多くの指導時間をあてるようにしたい。

高度な内容や「発展」からの出題もあるが，今年の

出題傾向からみても，やはり重要なのは基本的な内

容をきちんと理解させることであると思われる。ま

た，発展的内容の指導には多くの時間が必要となる

ため，どの内容をどこまで扱うかが重要になる。特

に遺伝子分野では，近年の入試問題を十分に分析し

て，指導内容を判断し，あまり深入りし過ぎないよ

うにしたい。選択分野については，入試の現状から

考えて，やはり，両分野とも学習させておきたい。

　入試の鍵となるのは考察問題と論述問題である。

考察問題では，まず，じっくり考えさせて解かせ，

そのもとで問題を解くのに必要な知識や，与えられ

た図や表の解釈の仕方などをきちんと解説するよう

にしたい。論述問題は，添削指導を通して生徒の書

いた答案に対し，どこがどのように誤っているのか

を的確に指導するようにしたい。論述問題は大きく

得点差がつくところであるので，その十分な対策が

不可欠である。
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京都大　問題Ⅲ

■榊原　隆人（さかきばら　たかひと）

　授業では，高卒生・高3生のセンター講座からハ

イレベル講座，および医進クラスを担当。教材では，

高3通年テキスト，高2・高3講習テキスト，および

生物記述論述添削の作成を担当。模試では，全統記

述模試作成チーフを務め，名大入試オープンの作

成，全統マーク模試の作題を担当。

〒543-0052　大阪市天王寺区大道4-3 -25  TEL.06-6779-1531 FAX.06-6779-5011
〒113-0023　東京都文京区向丘2 - 3 - 1 0  TEL.03-3814-2151 FAX.03-3814-2159
〒003-0005　札幌市白石区東札幌5条2-6-1 TEL.011-842-8595 FAX.011-842-8594
〒461-0004　名古屋市東区葵1-4-34 双栄ビル2F TEL.052-935-2585 FAX.052-936-4541
〒732-0052　広島市東区光町1-7-11 広島CDビル5F TEL.082-261-7246 FAX.082-261-5400
〒810-0022　福岡市中央区薬院1-5-6 ハイヒルズビル5F TEL.092-725-6677 FAX.092-725-6680
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